
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義 永松

試験・講義 永松

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

１．看護過程の概念
　
　　・看護過程と看護理論

２．ヘンダーソンの看護論に基づいた看護過程

　・基本的欲求について（マズロー、ヘンダーソン）

　・ヘンダーソンの看護の目的

　・アセスメントの視点

　　（基本的欲求の充足・未充足の判断）

　・計画立案の視点（自立への援助）

　・実施・評価

３．ヘンダーソンの看護論に基づいた看護過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事例演習

　（アセスメント～計画立案）

４．試験・まとめ

・系統別看護学講座　専門分野　基礎看護技術Ⅰ　（医学書院）
・実習記録の書き方がわかる　看護過程展開ガイド（照林社）
・ヘンダーソンの基本的看護に関する看護問題リスト（ヌーヴェルヒロカワ）
・看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践（ヌーヴェルヒロカワ）
必要時プリント配布

　事例演習記録、筆記試験（100点）
　課題の提出状況、発表などの参加態度も加味する。

2

ヘンダーソンの看護論に基づき看護過程の具体的展開方法に必要な基礎知識を習得
する。

授業内容

時間

28

分野 開講年次 講師名

専門分野 基礎看護技術Ⅲ １（３０） 1年前期～後期
永松　真由美

（実務経験あり）


